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Fig．11　Distribution　of　tooth　surface　temperatures
　　　（Transmitted　power　is　constant，　No．4）
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Fig．12　Distribution　of　tooth　surface、temperatures
　　　（With　and　without　rubrications）
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　以上のように，歯面における摩擦係数の把握は歯面
における温度上昇原因の解明に欠かすことのできない
事項であるばかりでなく，摩擦力によって歯面に生じ
るせん断力の推定にも不可欠であり，今後その把握が
急がれる．
4．計測の高速化について
　温度計測を高速化するには歯車の回転を止めずに測
定ができるようにする必要がある．今回使用した放射
温度計（IR－0506C）では，焦電素子の前にチョッパを
設け，光束を断続し，交流化することによってS／N比
を高めている4）．このチョッパ周波数（IR－0506Cでは
20Hz）を歯車の回転周波数と完全に同期させることが
できれば原理的には歯車の回転を止めずに測定が行え
ることになる．ただし，チョッパ周波数を変えると感
度も変化するので，その補正回路が必要となる．現時
点では，放射温度計で回転同期型のものは市販されて
いないようである．
5．結　　言
　動力伝達時のプラスチック歯車（被動）の歯面温度
分布を放射温度計で計測した．放射温度計の応答速度
が約1秒と遅いため測定ごとに歯車の回転を止めたこ
とや，測定径がφ2mmと大きかったため測定点を多く
取れなかったなど不十分な点はあったが，歯の表面温
度分布を全体的にかなり正確に把握できた．
　測定結果から，温度の面からは小モジュールが有利
であること，伝達動力を一定とした場合には高速・低
トルクが有利であることなどが分かった．また，発熱
の原因としては，モジュールが大きい場合は歯面での
相対滑り速度が大きく，従って，歯面問での摩擦熱が
相対的に大きいと考えられる．代わって，モジュール
が小さい場合は，歯面での相対滑りは減少し，歯面の
局部変形に伴うヒステリシス損失による発熱が相対的
に増大すると考えることができる．
　摩擦による発熱とヒステリシスロスによる発熱の割
合を明らかにするには，歯車運転時の噛み合い歯面に
おける摩擦係数の把握が必要であるが，現時点では高
負荷の条件下での摩擦係数の値は明らかではない．今
後，温度及び負荷と摩擦係数の関係の解明が重要とな
る。
　最後に，プラスチック材を提供いただいた日本ポリ
ペンコ㈱へ心から謝意を表します．
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